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今月のレポート希望   御社名：                          

今後毎月の送付を希望  お名前：            お役職：          

ＦＡＸ中止希望     ご住所：                          

ＴＥＬ：            
 
   
 
 
 

今月のレポートのＦＡＸお申込み欄    ＦＡＸ：０９８５‐７１‐２０７６ 

レポート：HMRP083 
 
（お問い合わせ先） 

ウチヌノ人事戦略事務所 所長 内布 誠 ＴＥL０９８５-７１-０１４７ 
 

★★★★★ 社労士ネットワークがお届けする⇒“経営さぷりめんとニュース”第 71 号 ★★★★★ 

難しい人間関係の基
本的な部分を見るた
めの『まねじめんと』 

成長に一歩踏み出す経営シリーズ⑨ 
“分かりやすいメモ”が煩雑さから現場を救う？ 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

【面倒な多品種・小ロット時代】 
 どんな事業も①営業や取引交渉、②サービスや商品
の提供、③支払いや入金が、基本業務の流れとして存
在します。更には④法律で決められた報告義務もあり
ます。 
 しかしコンピュータと通信の発達は極度の“多品
種・小ロット”化を生み、以前に比べて煩雑な仕事ば
かりが増えて、効率が上がらないのが実情ではない
でしょうか。 
【増大する現場の“トラブル”】 
 そんな“複雑化”の中で、自分の仕事でも“社内の誰
かと調整しながら進め”なければ、時として大きな
間違いを犯す危険が“現場”でますます増大している
ようです。 
 たとえば、洗濯物を集めて届けるというクリーニン
グの外回り業務でも、衣類の素材や顧客の生活様式の
多様化で、小さな行き違いが大きなトラブルを生むこ
とがあると言います。 
【しかも意外なところに要因が潜む】 
 しかも、クリーニング集配事務所では、パソコンで
預かり物を管理しているため、外回り担当の計画を無
視して、内部事務員が『出来ています』 
 
 
 

などと即答してしまうこともあり、トラブルは“内部”
からも増強される恐れがあるのです。 
 しかし、そんな“外回り担当”の様子を観察すると、
その解決策は意外にシンプルな部分にあることが
分かります。 
【シンプルな解決視点とは…】 
 極端な言い方をすれば、従来、担当者が“口頭”で
行っていた“顧客説明”を、あらかじめ分かりやす
い“メモ”にするだけで、“複雑さ”はずいぶん解消さ
れ得るからです。 
 それはトラブル要因のほとんどが、“複雑さ”につい
て来ない顧客や取引先の“不理解”にあるとも言える
からでしょう。 
【マネジメント・レポートを差し上げます！】 
面倒さが増える一方の今日、その解消には１つの視

点転換が必要なのかも知れません。それは現場に仕事
を任せるのではなく、仕事の段取りの基本と例外の
取り扱いを決め込み、それを会社として顧客や取
引先に分かりやすく伝えることです。 
以上の趣旨から、事例を簡潔にまとめたレポートを

ご用意しました。ご希望者には差し上げますので、
ご遠慮なく下記までご一報ください。  
 


